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【
総
務
】

◦
ヒ
グ
マ
管
理
対
策
業
務
委
託
料
１
０
０
万
円

◦
公
園
内
森
林
保
全
特
別
会
計
繰
出
金
追
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
０
０
万
円

◦
ホ
ロ
ベ
ツ
園
地
再
整
備
計
画
策
定
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
０
０
万
円

◦
遊
覧
船
事
故
対
応
事
業

　

捜
査
費
用
支
援
負
担
金　
　
　

１
０
０
万
円

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
行
方
不
明
者
の
捜

索
活
動
へ
の
支
援

　

海
難
事
故
基
金
積
立
金
追
加　

２
５
０
万
円

【
民
生
】

◦
障
害
者
自
立
支
援
給
付
費
シ
ス
テ
ム
改
修

　

委
託
料　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

39
万
円

◦
心
身
障
害
者(

児)

日
常
生
活
用
具

　

給
付
費
追
加　
　
　
　
　
　
　
　
　

18
万
円

【
衛
生
費
】

◦
網
走
厚
生
病
院
脳
神
経
外
科
運
営
支
援

　

負
担
金　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
５
１
万
円

◦
廃
棄
物
処
理
堆
肥
化
処
理
修
繕
料
追
加　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
８
４
万
円

【
教
育
費
】

◦
体
育
施
設
修
繕
料
追
加　
　
　

３
１
７
万
円

　
　

ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

◦
ウ
ト
ロ
地
域
水
泳
プ
ー
ル
ボ
イ
ラ
ー
改
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
６
２
万
円

◦
国
立
公
園
内
自
動
車
利
用
適
正
化
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
２
０
万
円

　

公
園
内
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
利
用
料
減
の
支
援

◦
保
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
事
業　
　
　

５
６
７
万
円

　

保
育
士
の
負
担
軽
減
と
業
務
効
率
化

◦
庁
内
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
事
業
（
追
加
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
４
９
万
円

　
ｗ
ｅ
ｂ
会
議
オ
ン
ラ
イ
ン
ブ
ー
ス
設
置

◦
事
業
継
続
緊
急
支
援
事
業　

３
５
０
０
万
円

　

北
海
道
実
施
の
事
業
上
乗
せ
で
町
内
事
業

者
支
援

◦
デ
ジ
タ
ル
ク
ー
ポ
ン
発
行
事
業　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
５
０
０
万
円

　

商
工
会
に
よ
る
ク
ー
ポ
ン
発
行
支
援
に
よ

り
町
内
経
済
の
活
性
化
支
援

◦
文
化
施
設
ト
イ
レ
改
修
事
業
１
０
９
６
万
円

　

ゆ
め
ホ
ー
ル
知
床
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化

◦
消
防
組
合
感
染
症
対
策
事
業　

３
３
０
万
円

　

緊
急
搬
送
時
の
自
動
心
肺
蘇
生
機
導
入

◦
ス
ク
ー
ル
バ
ス
密
集
軽
減
運
行

　

業
務
委
託
事
業　
　
　
　
　
　

３
１
１
万
円

　コロナ第７波、感染者数の推移を気
にしながら９月１４日から１０月７日まで
の９月定例会議が開催されました。決
算審査特別委員会の審査も実施され、
すべての議案が全会一致で可決されま
した。

９
月
定
例
会
議

補
正
予
算
等
審
議
の
内
容

一
般
会
計
補
正
予
算　
第
５
回
・
第
６
回　
　
　

 

総
額
９２
億
３
３
７
１
万
円

■
一
般
会
計
補
正
予
算　
第
５
回

コ
ロ
ナ
感
染
関
係
事
業

9
月
14
日
～
10
月
７
日
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決
算
認
定 

報
告

 　
　
　
　
　
　
10
月
７
日

補正予算での質疑内容補正予算での質疑内容

●デジタルクーポン発行事業

若木議員　ポテトカード事業との連動は？
　デジタルクーポンの参加事業者数は？
　生活応援として十分に活用されますか？
商工観光課　ポテトカードとの連動は考えていません。
まだ、参加事業者は確定していません。
　スーパーなどでも利用できるようにしていきたいと
思っています。
櫻井議員　利用料、手数料は事業者の負担ですか？
　スマホを活用できない人にとって不公平感がありま
すが、クーポン導入を段階的に構築すべきでは？
商工観光課　利用料、手数料は町が負担します。
スマホ対応のできない人に、ポテトカードプリペイド
入金を考えています。
　町外の方の利用を広げていくためにも、このシステ
ムを今後の観光消費旅先納税などに活用拡大をすすめ
たいと思います。

●保育ICT導入事業

小暮議員　静岡の事故と、同様のシステムです。この
事故を教訓としてシステムの導入後にも人の目、人の
手で安全管理を進めてほしい。
こども支援課　今回のシステムは登園時に保護者がタ
ブレットに直接タッチする方法です。人の手、声かけ
による対応を心がけます。

●スクールバス運行

若木議員　高校生の下校時にスクールバスの利用が可
能になったのですか？
生涯学習課　生徒の送迎ができないときに、利用でき
る運行環境であれば可能としています。

●遊覧船事故捜査対応支援負担金

海道議員　支援金の内訳を伺います。また、漁業者の
捜索協力への対応は？
総務部　ボランティアの方に３８万円、知床財団にクマ
対策として６０万円です。漁業者への対応は保険金対応
の可能性もあるとのことなので、動いていません。
久保議員　ボランティアへの費用負担の経緯は？ヒグ
マ対策は、どこの捜索に同行されたのですか？
総務部　行方不明者の家族からも、費用負担をしてあ
げてほしいと申し出がありました。
　ヒグマ対応は民間ボランティアには同行はしていま
せん。警察の捜索に同行しています。今後の捜査にも
同行する分の経費も考えています。

●事業継続緊急支援事業

櫻井議員　北海道の「道内事業者等事業継続緊急支援
金」受給者が対象ですが、北海道の受給要件に該当し
ない事業者がいるのではないでしょうか？
　事業要件を再度検討するべきではないでしょうか？
商工観光課　対象にならないガイド事業者など、また、
北海道の事業について調べてみます。
木村議員　支援金のしっかりとした調査を行うべきで
はありませんか？
商工観光課　内部で検討させていただきます。

●参議院選挙票数ミス

久保議員　７月に実施された参議院選挙で得票数ミス
がありました。町政報告されないのはなぜ？町民の権
利が損なわれました。再発防止をすべきでは？
　事業要件を再度検討するべきではないでしょうか？
副町長　選挙管理委員会は独立する組織と認識してい
ます。当該機関で対策防止を行っていきます。

●漁獲量

木村議員　資源量確保についての対策は？
水産林務課　町としても孵化事業に協力金など支出し
ています。

決
算
審
査
特
別
委
員
会
報
告

　

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
か
ら

水
道
事
業
会
計
決
算
認
定
ま
で
の
８
件

は
認
定
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
の
内
容
・
経
過
に
つ
い
て
は
11

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

一
般
会
計
、
５
特
別
会
計
、
２
企
業

会
計
は
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
付

託
さ
れ
ま
し
た
。

　

監
査
委
員
・
議
長
を
除
く
議
員
全
員

の
委
員
会
構
成
と
な
り
ま
す
。
第
１
回

の
委
員
会
で
正
副
委
員
長
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。

　
　

委 

員 

長　

須
田
修
一
郎

　
　

副
委
員
長　

久
野　

聖
一

決
算
審
査
特
別
委
員
会
の

設
置 　
　
　
　
９
月
15
日

特
別
会
計
・
企
業
会
計

 　
　
　
　
　
　
補
正
予
算

◦
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

◦
国
立
公
園
内
森
林
保
全
事
業
特
別
会
計

◦
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

◦
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

◦
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

◦
病
院
事
業
会
計

◦
水
道
事
業
会
計
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全
員
協
議
会

　

町
か
ら
町
政
全
般
に
関
わ
る
事
項
や
、
重
要
施
策
に
つ
い
て

あ
ら
か
じ
め
補
足
的
な
説
明
を
受
け
る
た
め
に
、
必
要
に
応
じ

て
開
催
さ
れ
る
会
議
で
す
。
９
月
定
例
会
議
で
は
３
件
で
し
た
。

９
月
定
例
会
議
・
議
案

人
権
擁
護
委
員　
　
　
　
　

兼
平
　
俊
幸（
再
任
）     

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
野
寺
淳
子（
新
任
）

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員　

馬
場
　
浩
一（
再
任
）

斜
里
町
教
育
委
員
会
委
員　

佐
々
木
王
佳（
新
任
）

人
事
案
件（
敬
称
略
）・
同
意

◦
国
土
強
靭
化
に
資
す
る
社
会
資
本
整
備
等
に
関

す
る
意
見
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

提
出
者
　
櫻
井
あ
け
み

◦
道
教
委
「
こ
れ
か
ら
の
高
校
づ
く
り
に
関
す
る

指
針
」
を
抜
本
的
に
見
直
し
す
べ
て
の
子
ど
も

に
ゆ
た
か
な
学
び
を
保
障
す
る
高
校
教
育
を
求

め
る
意
見
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

提
出
者
　
若
木
　
雅
美

＊
２
件
の
意
見
書
を
関
係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。

意　
　
見　
　
書

◦
斜
里
町
地
域
福
祉
計
画
審
議
会
設
置
条
例

◦
斜
里
町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
条
例

◦
斜
里
町
健
康
増
進
計
画
審
議
会
設
置
条
例

　
＊
３
件
全
て
役
場
組
織
一
部
改
編
に
伴
う
改
正
で
す
。

条
例
の
改
正

◦総務部内に「DX推進室」を設置
＊専門人材を外部から積極的に採用しながら、庁内・行政等のデジタル改革を進めます。

◦保健福祉課を分課改編し「地域福祉課」・「健康子育て課」
＊ぽると２１に「子育て世代包括支援センター」設置、「重層的支援体制準備事業」を進め整備を図

ります。
◦こども支援課を「児童育成課」に、生涯学習課を「学校教育課」と実態に合わせ名称変更します。

＊子育て関係のワンストップ窓口化と青少年・社会人教育活動の公民館への移行を進めます。

10月１日付（予定）の組織一部改編

◦５年間の経常収支差引財源を1,803,207千円と見込み、一般財源ベース（大型事業・投資的事業・
令和４年度以降の借入金償還額）の経費合計は2,625,041千円となり821,834千円の収支不足とな
ります。

◦不足分は財政調整基金から各年度繰入し、その合計額は1,100,824千円と試算しています。 
尚、令和４年度末残高見込は1,520,027千円です。

第６次斜里町総合計画実施計画書（財政収支試算、令和4～8年度）

　廃掃法の定めに基づき、令和４年度までの計画期間終了（１５年間）にともない、現計画の課題の
整理や周辺地域との中間処理の広域化等を踏まえ計画策定に取り組みます。「環境型社会」構築を
目標として令和１９年度までを計画期間とします。
計画の数値目標

◦ごみ減量→現年度から毎年1.3％減量し3,400トン以下とします。
◦リサイクル率→堆肥化処理を廃止の場合27％以上、堆肥化処理継続の場合34％以上とします。
◦埋立処分量→堆肥化処理をする場合340トン以下、堆肥化処理継続の場合230トン以下とします。

斜里町一般廃棄物処理基本計画（案）の策定
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海難事故の慰霊事業について
久野 聖一 議員久野 聖一 議員

町政を問う! 一 般 質 問一 般 質 問

録画映像を動画でチェック▶

９月定例会議

あ
る
の
か
ど
う
か
？
の
声
も

聞
こ
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
事
故
に
遭
わ
れ
た

方
の
ご
遺
族
、
捜
索
関
係
者

や
関
連
団
体
は
も
と
よ
り
、

多
く
の
町
民
に
も
ご
出
席
を

い
た
だ
き
、
慰
霊
事
業
を
や

る
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
す
。

　

町
長
の
考
え
を
お
聞
か
せ

下
さ
い
。

町
長
　
慰
霊
事
業
の
実
施
に

あ
た
っ
て
は
、
ご
家
族
の
心

情
へ
の
配
慮
が
何
よ
り
も
必

要
で
す
。

　
さ
ら
に
事
故
の
当
事
者
が

慰
霊
事
業
に
関
与
す
る
の
か

否
か
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て

も
、
慎
重
に
判
断
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、

慰
霊
事
業
を
実
施
す
る
か
否

か
、実
施
す
る
場
合
の
内
容
、

時
期
等
に
つ
き
ま
し
て
は
ご

家
族
の
声
に
も
耳
を
傾
け
な

再
質
問
　
事
故
か
ら
も
う
す

ぐ
５
カ
月
。
知
床
遊
覧
船
側

か
ら
の
町
に
対
す
る
お
話
、

情
報
な
ど
入
っ
て
き
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
？

町
長
　
具
体
的
な
話
は
入
っ

て
き
て
い
ま
せ
ん
。

再
質
問
　
役
場
玄
関
に
あ
る

町
民
や
町
外
者
か
ら
の
花
束

の
献
花
台
、
い
つ
ま
で
続
け

ら
れ
る
の
で
す
か
？

　

ま
た
最
近
献
花
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
の
で
、
寂
し
く

な
ら
な
い
よ
う
に
工
夫
な
ど

で
き
な
い
も
の
で
す
か
？

町
長
　
い
ろ
い
ろ
な
形
の
祈

り
を
届
け
る
場
と
し
て
捉
え

て
い
る
の
で
、
で
き
る
限
り

続
け
ら
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
そ
れ
が
途
絶
え
た
と
き
に

は
場
所
を
ウ
ト
ロ
が
い
い
の

か
役
場
が
い
い
の
か
考
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て

ま
す
。

1800人も訪れた献花台

問
　
４
月
23
日
に
発
生
し
た

海
難
事
故
か
ら
５
カ
月
に
な

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た

方
は
18
名
、
行
方
不
明
者
が

ま
だ
８
名
お
り
、
遭
難
さ
れ

た
ご
家
族
に
と
っ
て
は
落
ち

着
か
な
い
日
々
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
間
、
安
全
対
策
の
検

証
が
行
わ
れ
て
い
る
反
面
、

事
故
を
起
こ
し
た
事
業
者
の

原
因
究
明
や
詳
し
い
状
況
に

つ
い
て
は
調
査
中
で
、
ま
だ

国
か
ら
の
情
報
は
入
っ
て
き

て
い
ま
せ
ん
。

　

観
光
船
の
別
の
事
業
者
等

は
安
全
点
検
を
し
て
一
斉
に

ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
他
の
各
事
業
者
や
町
民

の
中
に
は
一
区
切
り
が
つ
い

た
と
？
自
信
を
持
っ
て
全
国

か
ら
知
床
の
フ
ァ
ン
に
来
て

く
だ
さ
い
と
言
え
る
状
況
に

再
質
問
　
こ
の
海
難
事
故
後
、 

町
長
が
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い

で
、
私
た
ち
議
員
に
で
き
る

こ
と
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
言
っ

て
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

町
長
　
議
員
の
皆
様
の
お
一

人
お
一
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
使
っ
て
、
ぜ
ひ
斜
里
町
に

来
て
い
た
だ
き
た
い
と
発
信

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

まだ捜索が続く知床岬周辺

が
ら
、
そ

の
ご
意
向

も
尊
重
し

た
上
で
慎

重
に
判
断

す
る
必
要

が
あ
る
と

考
え
て
い

ま
す
。

男
性
ト
イ
レ
に
も

サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク

ス
を
！

問
　
最
近
、
男
性
の
い
ろ
い

ろ
な
病
気
、
膀
胱
癌
や
前
立

腺
癌
な
ど
の
患
者
さ
ん
が
尿

漏
れ
の
た
め
、
パ
ッ
ト
を
使

う
の
が
増
え
て
き
て
い
る
と

言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

尿
漏
れ
パ
ッ
ド
を
使
う
と

そ
れ
を
捨
て
ら
れ
ず
、
不
便

だ
っ
た
方
々
に
は
ど
こ
に
も

捨
て
ら
れ
な
く
な
り
、
ト
イ

レ
に
流
し
た
り
、
傍
に
置
い

て
く
る
と
い
っ
た
よ
う
な
事

例
が
あ
る
と
聞
い
て
お
り
ま

す
。

　

そ
こ
で
斜
里
町
で
も
こ
の

よ
う
な
こ
と
を
解
決
す
る
た

め
男
性
ト
イ
レ
に
も
ぜ
ひ
サ

ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
置
い

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
が
、
考
え
を
お
聞

か
せ
下
さ
い
。

町
長
　
最
近
で
は
環
境
整
備

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
各
自
治

体
や
民
間
事
業
者
で
も
男
性

用
ト
イ
レ
に
、
サ
ニ
タ
リ
ー

ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
す
る
動
き

が
広
が
っ
て
い
る
状
況
で
あ

り
ま
す
。

　
町
と
し
て
も
ト
イ
レ
の
快

適
な
利
用
に
配
慮
し
、
順
次

サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
設

置
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

再
質
問
　
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ

ク
ス
が
設
置
さ
れ
た
ト
イ
レ

は
こ
こ
だ
と
、
目
印
の
よ
う

な
も
の
が
外
部
か
ら
わ
か
る

よ
う
な
配
慮
は
で
き
ま
す

か
？

町
長
　
施
設
の
規
模
や
利
用

状
況
に
伴
う
注
意
点
な
ど
を

整
理
し
検
討
し
ま
す
。

大型のサニタリーボックスを！
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問
　
観
光
事
業
者
は
大
き
な

危
機
感
持
っ
て
い
ま
す
。
観

光
政
策
に
、
大
き
く
力
を
注

ぐ
時
と
思
い
ま
す
。

町
の
お
考
え
を
伺
い
ま
す
。

町
長
　
一
人
の
男
が
引
き
起

こ
し
た
行
い
で
す
。

　

し
か
し
、
雄
大
な
知
床
の

自
然
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
ス

タ
イ
ル
は
大
き
く
揺
る
が
な

い
も
の
で
す
。
今
後
も
、
長

期
的
な
方
向
感
を
見
誤
る
こ

と
な
く
、
観
光
地
づ
く
り
を

進
め
て
行
き
ま
す
。

櫻井あけみ議員櫻井あけみ議員

町政を問う! 一 般 質 問一 般 質 問
知床遊覧船事故後・知床観光の回復
そして支援！町のやるべきことは？

録画映像を動画でチェック▶

と
し
て
は
一
石
二
鳥
の
役
目

を
果
た
す
と
は
思
っ
て
い
ま

す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
財
源

の
確
保
が
重
要
で
す
。

再
質
問
　
他
の
自
治
体
首
長

も
担
当
職
員
も
、
子
育
て
が

安
心
し
て
で
き
る
、
支
援
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

町
長
の
掲
げ
る
「
あ
っ
た
か

斜
里
町
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
単
に
「
負
担
軽
減
」
だ

け
で
子
育
て
世
帯
に
届
く
の

で
し
ょ
う
か
？

町
長
　
現
事
業
の
ス
ク
ラ
ッ

プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
を
考
え
、

な
ん
で
も
や
っ
て
あ
げ
る
と

は
な
り
ま
せ
ん
。
各
世
代
ト

ー
タ
ル
で
見
な
が
ら
、
対
応

検
討
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

９月定例会議

問
　
知
床
観
光
船
事
故
を
決

し
て
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
地

域
は
、
改
め
て
「
観
光
」
に

向
き
合
い
そ
の
信
頼
回
復
に

努
め
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
禍
の
な
か
事

業
継
続
の
努
力
を
続
け
、
こ

の
事
故
で
さ
ら
に
大
き
な
影

響
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

知
床
観
光
の
将
来
へ
向
け

た
継
続
を
図
る
た
め
、
斜
里

町
と
し
て
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
考
え
て
い
る
の
で
し

ょ
う
か
？

町
長
　
次
期
計
画
に
反
映
し

て
ま
い
り
ま
す
。

再
質
問
　
リ
ス
ク
の
可
視
化

に
取
り
組
む
べ
き
で
は
？
６

月
会
議
で
も
提
案
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
が
？

町
長
　
リ
ス
ク
を
共
有
し
て

選
択
す
る
こ
と
も
必
要
な
取

り
組
み
の
一
つ
と
思
い
ま
す
。

町
長
　
補
正
予
算
に
計
上
の

事
業
継
続
緊
急
支
援
金
で
、

臨
時
的
に
給
付
支
援
、
デ
ジ

タ
ル
ク
ー
ポ
ン
発
行
で
町
内

需
要
喚
起
を
実
施
。

　

さ
ら
に
流
氷
観
光
時
に
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ク
ー
ポ
ン
発

行
の
要
請
に
対
応
す
る
な
ど

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
こ
れ
ま
で
３
回
の
一
般

質
問
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

明
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、 

実
施
に
前
向
き
な
を
答
弁
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

全
道
自
治
体
の
９
割
以
上

が
実
施
。
だ
か
ら
、
斜
里
町

で
も
実
施
す
べ
き
と
言
っ
て

い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

委
員
会
の
所
管
調
査
先
で

は
、
各
自
治
体
の
町
長
ご
自

身
が
、
こ
の
事
業
実
施
に
対

す
る
根
拠
と
意
志
を
説
明
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
事
業

に
は
、
町
長
の
ま
ち
づ
く
り

へ
の
意
思
が
不
可
欠
で
す
。

改
め
て
、
子
ど
も
の
医
療
費

無
償
化
に
対
す
る
町
長
の
お

考
え
を
伺
い
ま
す
。

　

合
わ
せ
て
、
地
域
内
消
費

子
ど
も
の
医
療
費
無
償
化

　
　
　
　
　
　
　
町
長
の
意
思
は
？

◦
こ
れ
か
ら
の
観
光

　
　
政
策
を
早
急
に
！ 

◦
今
夏
の
状
況
は
？

◦
信
頼
回
復
と
は
？

町
長
　
主
要
因
と
推
察
さ
れ

ま
す
。
重
大
な
懸
念
と
注
視

し
て
い
ま
す
。

町
長
　
信
頼
感
は
、
旅
行
者

が
判
断
す
る
こ
と
に
ほ
か
な

り
ま
せ
ん
。
地
域
全
体
で
信

頼
回
復
を
目
指
す
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。

再
質
問
　
町
と
し
て
し
っ
か

り
ア
ピ
ー
ル
す
べ
き
で
は
、

と
い
う
声
が
地
域
外
か
ら
も

出
て
い
ま
す
が
？

町
長
　
今
は
、
耐
え
忍
ぶ
時

と
考
え
ま
す
。

再
質
問
　
斜
里
町
と
し
て
の

積
極
性
が
信
頼
で
は
？

町
長
　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
道
な

◦
観
光
振
興
計
画
に

　
リ
ス
ク
明
記
を
！

◦
事
業
者
へ
の

　
　
支
援
対
策
は
？ 

発
信
呼
び
か
け
も
大
切
と
考

え
て
い
ま
す
。

知床斜里町観光協会ホームページ

促
進
の
効
果
が
期
待
で
き

る
事
業
「
子
ど
も
医
療
費

無
償
化
還
元
事
業
」
に
つ

い
て
も
お
考
え
を
伺
い
ま

す
。

町
長
　
子
育
て
政
策
の
中

で
の
負
担
軽
減
で
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
が
、
財
源

の
確
保
が
あ
っ
て
で
き
る

話
で
す
。

　
還
元
事
業
は
、
町
内
消

費
に
つ
な
げ
る
誘
導
方
法

知床斜里町観光協会ホームページ

観
光
は
頑
張
っ
て
い
ま
す

「希望を持って
子育てできるまち」

の実現
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生産年齢人口減少・少子高齢化社会を
見据えてどう立ち向かうのか

海道　 徹 議員海道　 徹 議員

町政を問う! 一 般 質 問一 般 質 問

録画映像を動画でチェック▶

９月定例会議

に
突
入
し
た
の
は
２
０
０
８

年
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

斜
里
町
に
お
い
て
も
例
外
で

は
な
く
、
昭
和
30
年
代
に
は

１
万
８
千
人
を
超
え
て
い
た

人
口
が
本
年
度
末
現
在
で
は

１
万
９
７
５
人
と
な
り
ま
し

た
。

　
議
員
ご
指
摘
の
通
り
斜
里

町
で
も
生
産
年
齢
人
口
減
少

に
よ
る
労
働
力
低
下
が
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

再
質
問
　
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
総
合
戦
略
・
第
6
次
総

合
計
画
の
中
で
、
人
口
減
少

対
策
は
行
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大

き
く
人
口
が
減
少
し
て
い
る

要
因
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
察
し
、
今
後
、
人
口
減
少
・

人
手
不
足
・
少
子
高
齢
な
ど

縮
小
し
て
い
く
社
会
へ
の
対

応
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
で
す
か
。

町
長
　
人
口
減
少
対
策
は
行

っ
て
き
て
い
ま
す
が
効
果
が

な
か
な
か
出
て
い
な
い
の
が

現
状
で
す
。
次
期
第
７
次
総

合
計
画
策
定
に
あ
た
り
、
も

っ
と
も
考
慮
す
べ
き
課
題
の

一
つ
と
し
て
今
後
議
論
を
深

め
、
次
期
計
画
に
対
応
策
を

盛
り
込
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
現
段
階
で
の

人
口
減
少
適
応
策
の
一
例
と

し
て
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活

用
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
担
い
手
確
保
が
今

後
ま
す
ま
す
課
題
と
な
る
自

治
会
活
動
に
お
い
て
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー

ビ
ス
の
活
用
な
ど
が
考
え
ら

れ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
必
ず
し
も
定
住

と
い
う
形
で
な
く
て
も
、
地

域
の
担
い
手
と
し
て
活
躍
す

る
人
材
を
地
域
に
招
き
入
れ

る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
い

き
ま
す
。

再
質
問
　
国
は
人
手
不
足
解

消
の
一
つ
と
し
て
外
国
人
労

働
者
の
拡
大
を
進
め
て
い
ま

す
が
、
斜
里
町
で
は
外
国
人

労
働
者
の
生
活
環
境
の
構
築

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま

す
か
。

町
長
　
外
国
人
人
材
に
つ
い

て
も
、
担
い
手
と
し
て
安
定

的
に
確
保
す
る
た
め
に
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
員
と
し

問
　
い
ま
地
方
は
、
ま
さ
に

本
格
的
な
少
子
高
齢
化
と
生

産
年
齢
人
口
減
少
社
会
を
迎

え
て
い
ま
す
。
斜
里
町
も
、

こ
れ
か
ら
い
っ
そ
う
高
齢
化

が
進
む
社
会
で
あ
り
、
生
産

年
齢
人
口
も
そ
れ
に
伴
っ
て
、 

減
少
し
て
い
き
ま
す
。
生
産

年
齢
人
口
が
減
少
す
れ
ば
人

手
不
足
を
は
じ
め
、
消
費
者

人
口
の
減
少
に
よ
る
経
済
規

模
の
縮
小
の
可
能
性
な
ど
自

治
体
と
し
て
対
応
す
べ
き

様
々
な
問
題
が
出
て
き
ま
す
。 

国
は
人
手
不
足
解
消
の
一
つ

と
し
て
外
国
人
労
働
者
の
拡

大
を
決
め
進
め
て
い
ま
す
が
、 

外
国
人
の
受
け
入
れ
だ
け
で

問
題
が
解
決
す
る
と
は
思
え

ま
せ
ん
。
さ
ら
に
消
費
や
生

産
が
縮
小
す
る
と
町
の
歳
入

を
維
持
す
る
の
が
困
難
に
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

一
方
で
高
齢
化
に
に
よ
る

社
会
経
費
な
ど
の
義
務
費
の

増
大
が
見
込
ま
れ
、
増
え
る

支
出
に
減
る
収
入
な
ど
恒
常

的
な
赤
字
財
政
に
陥
り
か
ね

ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
生
産

年
齢
人
口
減
少
は
様
々
な
問

題
を
も
た
ら
す
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
斜
里
町
が
直
面
し
て

い
る
生
産
年
齢
人
口
減
少
社

会
と
い
う
最
重
要
課
題
に
町

と
し
て
ど
う
立
ち
向
か
う
の

か
町
長
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

町
長
　
総
務
省
統
計
局
に
よ

る
と
、
国
内
も
人
口
減
社
会

化
や
人
口
構
造
の
変
化
に
よ

っ
て
、
広
範
囲
で
き
め
細
か

い
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
い
ま
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
デ
ジ
タ

ル
技
術
や
デ
ー
タ
を
活
用
す

る
こ
と
で
、
町
民
の
利
便
性

や
業
務
効
率
化
を
い
っ
そ
う

進
め
て
い
き
ま
す
。

再
質
問
　
町
民
の
利
便
性
と

業
務
効
率
化
を
目
指
す
た
め

に
ど
の
よ
う
な
組
織
体
制
を

考
え
て
い
ま
す
か
。

町
長
　
本
年
４
月
か
ら
庁
舎

内
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
立
ち
上
げ
、
こ
れ
ま
で
の

業
務
を
い
か
に
簡
素
に
効
率

的
に
ミ
ス
が
発
生
し
な
い
よ

う
に
デ
ジ
タ
ル
化
に
お
け
る

意
義
か
ら
検
討
を
始
め
て
い

ま
す
。

再
質
問
　
組
織
体
制
で
の
人

材
確
保
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
ま
す
か
。

町
長
　
職
員
の
ほ
か
に
地
域

お
こ
し
強
力
隊
、
さ
ら
に
は

民
間
企
業
と
地
域
活
性
化
起

業
人
制
度
活
用
に
関
す
る
協

定
を
締
結
す
る
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
大
切
な
の
は
デ

ジ
タ
ル
化
そ
の
も
の
で
は
な

く
、
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た

地
域
資
源
の
活
用
や
、
福
祉

の
向
上
な
ど
現
状
の
課
題
を

解
決
す
る
た
め
の
方
法
を
構

築
し
、
一
人
ひ
と
り
の
価
値

を
大
切
に
す
る
デ
ジ
タ
ル
社

会
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

問　

Ｄ
Ｘ
・
デ
ジ
タ
ル
化
は

単
な
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
と
は
異
な

り
ま
す
。
住
民
本
位
の
行
政 

 

・
地
域
・
社
会
を
実
現
す
る

プ
ロ
セ
ス
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
、
斜
里
町
が
よ
り
い
っ
そ

う
住
み
続
け
た
い
ま
ち
に
な

る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
べ
き
か

を
描
き
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

活
用
し
実
現
し
て
い
く
も
の

と
考
え
ま
す
。
し
か
し
こ
の

手
の
活
動
は
、
や
や
も
す
る

と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
そ
の
も
の
が
目

的
に
な
っ
て
し
ま
い
、
多
額

の
予
算
と
労
力
を
か
け
シ
ス

テ
ム
を
置
き
換
え
て
も
、
大

き
な
効
果
が
得
ら
れ
な
い
と

い
う
失
敗
に
陥
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
化

推
進
に
あ
た
っ
て
、
ど
う
斜

里
町
行
政
の
在
り
方
を
構
想

し
、
改
革
を
推
進
し
て
い
く

の
か
伺
い
ま
す
。

町
長
　
生
産
年
齢
人
口
の
減

少
に
よ
り
、
自
治
体
の
労
働

力
不
足
や
税
収
減
が
課
題
に

な
っ
て
い
る
一
方
で
、
個
々

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様

行
政
の
Ｄ
Ｘ
・
デ
ジ

タ
ル
化
に
つ
い
て

人口減対策は喫緊の課題！

て
受
け
入
れ
、
斜
里
町
を
暮

ら
し
の
場
と
し
て
選
択
し
て

も
ら
え
る
よ
う
工
夫
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
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問　

8
月
24
日
に
第
1
回
目

の
『
第
7
次
斜
里
町
総
合
計

画
』
策
定
委
員
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。
総
合
計
画
策
定
は

『
斜
里
町
自
治
基
本
条
例
』

の
「
情
報
共
有
・
町
民
参
加
・

協
働
」
の
原
則
に
則
り
町
民

み
ん
な
で
町
の
未
来
を
考
え

る
き
っ
か
け
に
す
る
こ
と
が

大
切
で
は
？

町
長
　
総
合
計
画
は
町
民
み

ん
な
の
計
画
で
あ
り
、
多
く

の
情
報
を
お
示
し
し
な
が
ら

目
標
に
向
か
っ
て
皆
さ
ん
と

一
緒
に
つ
く
り
上
げ
て
い
く

考
え
で
す
。

『第７次斜里町総合計画』策定、町民参加を
促すために！

小暮 千秋 議員小暮 千秋 議員

町政を問う! 一 般 質 問一 般 質 問

録画映像を動画でチェック▶

９月定例会議

公
募
委
員
登
録
制
度
に
よ
り

選
出
し
て
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
に
は
会
議

を
傍
聴
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
機
会
を
設
け
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

再
質
問　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に

子
ど
も
た
ち
の
意
見
を
聞
く

場
も
設
け
て
は
？

副
町
長
　
町
長
か
ら
も
同
様

の
進
言
を
さ
れ
て
お
り
、
何

ら
か
の
形
で
対
応
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問　

食
料
品
や
生
活
必
需
品

の
値
上
げ
が
相
次
い
で
い
ま

す
。
こ
の
状
況
の
中
で
、
こ

れ
か
ら
の
冬
期
間
の
暖
房
費

の
増
加
は
、
町
民
生
活
の
大

き
な
負
担
で
す
。

　

公
共
料
金
の
負
担
軽
減
に

よ
る
生
活
者
支
援
を
実
施
す

る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

町
長
　
今
後
国
か
ら
新
た
に

示
さ
れ
る
予
定
の
追
加
分
の

交
付
金
額
や
国
の
追
加
施
策

を
見
極
め
た
上
で
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

再
質
問　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
事
業
者
支
援
の
水
道
料
金

減
免
は
支
援
を
受
け
た
方
か

ら
評
価
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

同
様
の
支
援
を
町
民
向
け

に
実
施
す
る
考
え
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

町
長
　
そ
の
よ
う
な
考
え
も

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

町
と
し
て
は
選
択
し
て
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

再
質
問　

国
は
、
燃
油
価
格

等
高
騰
に
お
け
る
生
活
者
支

援
を
町
が
行
う
よ
う
に
交
付

金
を
配
分
し
て
い
る
の
で
は

な
い
で
す
か
。

町
長
　
今
後
に
つ
い
て
は
、

高
齢
者
世
帯
へ
の
生
活
支
援

な
ど
取
り
組
ん
で
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

物価高騰！
今後の生活者・事業者支援は？

若木 雅美 議員若木 雅美 議員

町政を問う! 一 般 質 問一 般 質 問

録画映像を動画でチェック▶

９月定例会議

再
質
問　

大
学
な
ど
に
進
学

し
て
い
る
子
ど
も
へ
の
支
援

も
検
討
し
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。

町
長
　
一
つ
の
ア
イ
デ
ィ
ア

と
し
て
今
後
検
討
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

◦
公
募
委
員
は
？

◦
情
報
共
有
は
？

問　

前
回
の
策
定
時
に
比
べ

町
民
委
員
の
数
が
37
名
か
ら

28
名
に
減
っ
て
い
る
の
は
な

ぜ
で
す
か
？

町
長
　
町
民
委
員
の
構
成
を

各
部
会
4
名
に
し
た
た
め
で
、 

前
回
よ
り
減
少
さ
せ
る
と
い

う
意
図
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

再
質
問　

2
名
の
公
募
委
員

が
選
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

広
く
一
般
公
募
し
て
も
良
か

っ
た
の
で
は
？

副
町
長
　
現
在
は
公
募
委
員

は
全
て
無
作
為
抽
出
に
よ
る

問　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
特
設

サ
イ
ト
は
い
つ
開
設
し
ま
し

た
か
？

総
務
部
長
　

8
月
予
定
の
開

設
が
遅
れ
9
月
9
日
で
し
た
。

再
質
問　

第
1
回
目
の
策
定

委
員
会
の
周
知
も
す
べ
き
だ

っ
た
の
で
は
？

総
務
部
長
　
次
回
か
ら
は
事

前
に
日
時
の
周
知
、
結
果
報

告
な
ど
順
次
充
実
さ
せ
て
い

き
ま
す
。

物価高騰には幅広い支援を

◦
協
働
で
つ
く
る

　
　
　
　
総
合
計
画

問　

燃
油
高
騰
は
一
次
産
業

に
も
大
き
な
負
担
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

漁
業
者
、
農
林
業
者
に
対

す
る
経
営
支
援
も
検
討
す
る

べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

町
長
　
今
後
の
国
や
道
の
支

援
策
を
見
極
め
、
支
援
の
仕

組
み
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

再
質
問　

今
後
、
一
次
産
業

へ
の
支
援
を
検
討
さ
れ
ま
す

か
。

町
長
　
一
次
産
業
を
含
め
て
、 

ト
ー
タ
ル
で
よ
り
効
果
的
な

支
援
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

一
次
産
業
へ
も

　
　
　
支
援
策
を
！
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多目的トイレに紙おむつが入る
サニタリーボックスの配置を

木村耕一郎議員木村耕一郎議員

町政を問う! 一 般 質 問一 般 質 問

録画映像を動画でチェック▶

９月定例会議

問　

新
聞
の
読
者
投
稿
欄
で

「
男
性
汚
物
入
れ　

歓
迎
」

の
見
出
し
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

一
部
を
紹
介
す
る
と
『
生

理
用
品
を
捨
て
る
た
め
の
サ

ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
男
性

ト
イ
レ
に
も
設
置
し
よ
う
と

い
う
動
き
が
、
さ
い
た
ま
市

な
ど
で
広
が
り
、
市
議
会
で

取
り
上
げ
ら
れ
実
現
し
、
前

立
腺
が
ん
の
治
療
や
加
齢
に

伴
い
尿
漏
れ
パ
ッ
ト
な
ど
を

使
う
人
た
ち
に
喜
ば
れ
て
い

る
。う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
だ
』

と
の
内
容
で
す
。

　

そ
の
動
き
は
他
の
自
治
体

に
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。
事

業
費
と
し
て
は
少
額
で
す
が
、 

こ
れ
は
大
事
な
視
点
で
あ
り
、 

高
齢
社
会
と
医
学
の
進
歩
に

よ
り
、
尿
漏
れ
パ
ッ
ト
や
紙

お
む
つ
を
し
な
が
ら
日
常
活

動
を
さ
れ
る
町
民
の
方
々
が

増
え
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
私
は
、
町
内
の
主

だ
っ
た
施
設
の
多
目
的
ト
イ

レ
に
紙
お
む
つ
が
入
る
サ
ニ

タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
が
あ
る
か

調
査
し
て
み
ま
し
た
。

　

し
か
し
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ

ク
ス
は
設
置
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
紙
お
む
つ
が
入
る
大
き

さ
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

問　

斜
里
町
で
は
「
紙
お
む

つ
」
支
援
事
業
を
行
っ
て
お

り
、
町
民
に
好
評
な
事
業
で

す
。

　

ま
た
、
斜
里
町
の
ご
み
事

業
の
中
で
「
新
生
児
」
の
届

け
時
に
30
リ
ッ
ト
ル
の
一
般

ご
み
袋
１
０
０
枚
、
転
入
者

で
は
「
０
歳
児
」
の
い
る
方

に
は
同
じ
枚
数
を
、ま
た「
１

歳
児
」
の
い
る
方
に
は
30
リ

ッ
ト
ル
の
一
般
ご
み
袋
50
枚

の
配
布
を
行
っ
て
お
り
、
こ

れ
も
喜
ば
れ
て
い
る
事
業
の

一
つ
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
配
布
方
法

で
は
生
活
実
態
に
合
致
し
て

い
る
と
は
言
い
難
く
、
贈
呈

の
色
彩
も
入
っ
て
い
る
事
業

と
の
認
識
を
持
っ
て
い
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
自
治

体
向
け
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

策
定
、
紙
お
む
つ
メ
ー
カ
ー

に
お
い
て
も
研
究
開
発
が
急

ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
お
り
、 

紙
お
む
つ
の
リ
サ
イ
ク
ル
が

確
立
し
た
段
階
で
無
料
で
収

集
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

再
質
問　

網
走
市
の
例
で
推

計
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
環
境

省
の
調
査
で
は
、
全
国
ベ
ー

ス
で
紙
お
む
つ
類
は
一
般
ご

み
の
５
％
以
内
で
８
．
２
％

は
多
い
の
で
は
な
い
で
す
か
。

　

ま
た
事
業
所
か
ら
出
る
紙

お
む
つ
や
ペ
ッ
ト
用
の
シ
ー

ト
も
含
ん
だ
数
値
で
あ
る
。

　

無
料
化
し
て
い
る
市
町
村

で
は
、
無
料
化
の
対
象
か
ら

事
業
所
や
ペ
ッ
ト
用
を
除
い

て
い
る
の
で
、
私
の
試
算
で

は
、
１
０
０
万
円
を
切
る
数

値
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
伺

い
ま
す
。

町
長
　
こ
の
数
値
は
参
考
ま

で
に
出
し
た
数
値
で
す
。

　

不
便
を
感
じ
て
い
る
人
に
、 

社
会
参
加
の
促
進
を
図
る
意

味
で
も
、
多
目
的
ト
イ
レ
の

共
有
ス
ペ
ー
ス
に
紙
お
む
つ

が
入
る
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク

ス
を
順
次
配
置
し
て
改
善
を

図
る
考
え
は
な
い
か
伺
い
ま

す
。

町
長
　
多
目
的
ト
イ
レ
の
サ

ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
配
置

に
つ
い
て
、
施
設
の
規
模
や

利
用
状
況
を
調
査
の
上
、
紙

お
む
つ
に
も
対
応
す
る
サ
イ

ズ
の
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス

を
配
置
で
き
る
よ
う
準
備
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

今
後
も
有
料
で
回

収
し
て
い
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
全
国

的
に
成
人
紙
お
む

つ
の
排
出
量
が
急

増
し
て
い
る
た

め
、
環
境
省
は
２

０
２
０
年
３
月
に

高
齢
者
や
乳
児
等
の

「
紙
お
む
つ
」ゴ
ミ
の

無
料
回
収
を

　

そ
こ
で
、
他
の
市
町
村
が

行
っ
て
い
る
よ
う
に
「
乳
幼

児
」
の
い
る
家
庭
、
ま
た
は

前
段
述
べ
た
高
齢
者
等
の

「
紙
お
む
つ
」
を
使
っ
て
い

る
家
庭
が
「
紙
お
む
つ
」
の

ご
み
を
出
す
時
、
透
明
も
し

く
は
半
透
明
の
ビ
ニ
ー
ル
袋

に
入
れ
て
、
ご
み
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
に
出
し
て
も
ら
い
、
町

は
無
料
で
回
収
す
る
考
え
は

な
い
か
伺
い
ま
す
。

町
長
　
斜
里
町
の
紙
お
む
つ

の
量
は
、
網
走
市
を
参
考
に

推
計
し
ま
す
と
、
一
般
ご
み

の
量
の
８
．
２
％
、
２
２
０

ト
ン
の
量
で
金
額
に
す
る
と

２
０
０
万
円
で
、
配
布
分
を

引
く
と
、
約
１
５
０
万
円
を

町
民
に
負
担
し
て
頂
い
て
い

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
処
理
に
費
用
が
か
か
る
一

般
ご
み
、
生
ご
み
、
粗
大
ご

み
に
つ
い
て
は
有
料
リ
サ
イ

ク
ル
ル
ー
ト
が
確
立
さ
れ
て

い
る
資
源
物
は
無
料
で
収
集

し
て
い
ま
す
。し
た
が
っ
て
、

庁舎内に設置している多目的
トイレとサニタリーボックス
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金盛 典夫 議員金盛 典夫 議員

町政を問う! 一 般 質 問一 般 質 問
問　知床観光船事故
　　―人命救助・再発防止・信頼回復―

録画映像を動画でチェック▶

　

斜
里
町
発
展
の
基
礎
を
築

い
た
水
産
業
の
不
振
は
町
税

収
入
の
大
幅
な
減
収
を
も
た

ら
し
、
町
内
経
済
に
多
大
の

影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
し
た

が
っ
て
サ
ケ
・
マ
ス
、
浅
海

漁
業
資
源
回
復
の
た
め
試
験

研
究
機
関
と
の
連
携
を
強
め

る
に
は
担
当
部
署
に
経
験
を

積
ん
だ
専
門
職
員
を
配
置
し

て
体
制
を
充
実
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

答
　
経
験
を
積
ん
だ
人
材
の

雇
用
」
に
つ
い
て
は
対
象
や

方
法
な
ど
広
く
考
え
、
適
材

を
探
す
よ
う
検
討
し
ま
す
。

９月定例会議

問
　
観
光
船
事
故
の
人
命
救

助
、
再
発
防
止
、
信
頼
回
復

に
つ
い
て
三
点
を
質
問

①
確
実
な
人
命
救
助
に
個
人

位
置
指
示
無
線
標
識
（
Ｐ
Ｌ

Ｂ
）
着
装
の
義
務
化
を

　

知
床
の
海
域
は
潮
流
が
速

く
複
雑
で
す
。
一
分
一
秒
を

争
う
迅
速
な
人
命
救
助
に
は

遭
難
者
の
位
置
を
的
確
に
把

握
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
国
交
省
の
中

間
報
告
で
は
盛
り
込
ま
れ
な

か
っ
た
個
人
位
置
指
示
無
線

標
識
（
Ｐ
Ｌ
Ｂ　

パ
ー
ソ
ナ

ル
・
ロ
ケ
ー
タ
・
ビ
ー
コ
ン
）

の
膨
張
式
救
命
胴
衣
へ
の
装

着
を
義
務
化
す
る
よ
う
国
に

対
し
提
言
す
べ
き
で
す
。

答
　
Ｐ
Ｌ
Ｂ
に
つ
い
て
は
す

で
に
国
土
交
通
大
臣
に
対
し

て
要
請
を
し
て
お
り
、
ス
ラ

イ
ダ
ー
付
き
救
命
い
か
だ
の

開
発
も
さ
れ
ま
す
が
、
人
命

救
助
が
確
実
と
な
る
よ
う
再

度
申
し
入
れ
を
し
ま
す
。

②
再
発
防
止
に
観
光
船
等
発

着
関
連
施
設
の
整
備
と
安
全

運
航
の
た
め
の
協
調
体
制
の

確
立
を

　

知
床
の
国
立
公
園
指
定
は

海
上
か
ら
の
景
観
が
極
め
て

優
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。

　

し
か
し
、
陸
域
で
は
自
然

セ
ン
タ
ー
、
五
湖
フ
ィ
ー
ル

ド
ハ
ウ
ス
を
整
備
し
て
奥
知

床
の
保
護
と
適
正
利
用
や
ヒ

グ
マ
と
の
遭
遇
に
よ
る
事
故

防
止
な
ど
を
目
的
と
す
る
利

用
調
整
地
区
制
度
の
設
定
な

ど
、
ゲ
ー
ト
機
能
を
果
た
す

施
設
整
備
が
な
さ
れ
て
き
た

が
、
海
上
に
お
い
て
は
全
く

な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

協
調
運
行
管
理
の
た
め
の

施
設
（
「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
」

な
ど
）
を
整
備
し
、
高
度
な

安
全
安
心
で
、
か
つ
質
の
高

い
知
床
観
光
を
め
ざ
す
必
要

が
あ
り
ま
す
。

答
　
運
行
管
理
の
た
め
の
施

設
整
備
は
漁
港
利
用
上
の
制

約
な
ど
様
々
な
課
題
が
あ
り
、 

す
ぐ
に
は
で
き
な
い
が
観
光

信
頼
を
回
復
す
る
た
め
事
故

防
止
の
指
針
を
定
め
、
安
全

安
心
の
決
意
を
内
外
に
示
す

た
め
に
「
知
床
ル
ー
ル
」
と

も
い
う
べ
き
「
安
全
安
心
条

例
」
を
制
定
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

答
　
知
床
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

リ
ス
ク
管
理
体
制
検
討
協
議

会
の
議
論
を
経
て
安
全
・
安

心
、
信
頼
回
復
の
た
め
に
と

サ
ケ
・
マ
ス
、
及
び
浅

海
資
源
の
回
復
に
専
門

職
員
の
配
置
を

振
興
計
画
に
位
置
づ
け
を
明

確
に
し
て
信
頼
回
復
の
可
視

化
に
努
め
ま
す
。

③
信
頼
回
復
に
知
床
ル
ー
ル

の
制
定
を

　

知
床
連
山
で
の
遭
難
や
遊

漁
船
と
漁
船
と
の
衝
突
事
故

等
こ
れ
ま
で
多
数
の
事
故
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
度

の
事
故
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た

ＰＬＢ（総務省・ドリューマリンジャパンより）

みなとオアシスの例（「みなとオアシス網走」国交省北海道開発局HPより）

　

タ
ラ
バ
ガ
ニ
種
苗
生
産
研
究

が
進
ん
で
い
る
（
田
村
亮
一

「
北
水
試
だ
よ
り
98
」
よ
り
）

る
べ
き
情
報
発
信
の
方
法
な

ど
検
討
し
ま
す
。
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委員会活動報告
　斜里町議会では、常設の４つの委員会のほか、特定の事件を審査するための特
別委員会を設置し、各々の役割を持って活動しています。それぞれの委員会では、
どのようなことを行っているのか、その様子や内容をお伝えします。

総務文教常任委員会・産業厚生常任委員会
議 会 運 営 委 員 会・議会広報常任委員会

議
会
広
報
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

９月14日（第３回）197号編集打ち合わせ
９月16日（第４回）197号編集会議
10月７日（第５回）197号ゲラ原稿校正
10月17日　校了
11月１日　発行

９月７日（第３回）
９月定例会議案件協議
＊総務部所管案件
　　海難事故の捜索活動の質疑等
＊教育委員会所管案件
＊道内所管事務調査の報告書説明
＊町内所管事務調査の日程、調査箇所打ち合

わせ
　(内定事項)
日　　時　10月18日
調査箇所　知床野営場、
　　　　　知床自然教育研修所
　　　　　朱円小学校農業収蔵施設
　　　　　斜里中学校

７月１１日　オンライン委員会の要綱
８月１８日　オンライン委員会の要綱
　　　　　新個人情報保護法
　　　　　モニター説明会・懇談会
９月９日　９月定例会議の議事運営
９月１５日　９月定例会議３日目議事運営
10月７日　９月定例会議最終日議事運営

７月27日〜29日
道内所管事務調査
８月４日（第４回）調査報告と今後の対応
８月22日（第５回）子ども医療費無償化事業
　　　　　に係る協議（保険福祉部と産業部）
８月24日　委員長と議長の協議
９月６日（第６回）９月定例会議議案協議
９月13日　委員長・副委員長と正副議長との
　　　　　協議（政策提言に係る協議）
９月16日（第７回）町内所管事務調査地
　　　　日程決定（10月11日）
　　　　調査箇所　オロンコ岩
　　　　　　　　　知床小型観光船
　　　　　　　　　道の駅うとろシリエトク
　　　　　　　　　糠真布橋
　　　　　　　　　秋の川発電所

令和４年度　決算審査特別委員会　報告
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●９月定例会議に伴い、モニターが傍聴・配信視
聴した時の参考になるよう、説明会を開催しま
した。

・９月定例会議の主な内容
　　①一般議案　　②条例案　　
　　③補正予算の主な内容　④人事案　等々
　斜里町議会・斜里町全般について説明・意見交

換しました。
モニターからは
・秋鮭に関するトラブルは今年もあるのですか？
・新型コロナで町内の各イベントが中止になって

いますが、町で開催基準を作成しては？
・「温泉・体育館が欲しい」という町民の声は、

耳に入っていますか？
　等々の質問や意見をいただきました。

議会モニター説明会 ９月９日

議会モニターと
議会議員の懇談会
10月14日

第４回　議員協議会

○調査・研修等見直しの検討について
　改選期を迎えるにあたって、近隣議会の状況なども考慮した上で調査・研修についての見直しを行い、
改選後より適応することとしました。主な変更点は次のとおりです。

　調　査　・委員会が行う調査については調査先の制限を撤廃する
　　　　　・特別委員会の設置された場合、調査に係る予算を計上する

　研　修　・各議員が行う道外議員研修については廃止する

○銀行窓口の廃止に伴う扱いの変更について
　９月末で役場庁舎の銀行窓口が廃止となることから、このことによる影響と議会内部でのお金の取扱い
などについて協議しました。

○報告書等様式の改定について
　調査や研修を行った際に作成する報告書について、見直しを行いました。
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総
務
文
教
常
任
委
員
会

＊夕張市『夕張高校魅力化プロジェクトの取り組み』
　高校魅力化の取り組みは市職員が高校存続に危機感を持ち、市長に
提言。在学中の資格取得の半額助成・海外短期留学の実施。学力向上
では、公設塾 「夕張学者キセキノ」を民間事業者に委託運営し、希望
進路(国立大医学部など)の実現につながった。

＊札幌市『DX の取り組み』
　札幌市ICT活用戦略を補強する位置づけで、市保有のオープンデー
タと民間データ双方を活用し、効率よくICT化や市民目線によるデジ
タル改革を進める。システムではなくサービスを作る、設計を基本と
している。全庁横断的『局』の設置をして目的を達成しようとしている。

＊古平町『ゼロカーボンシティーと複合施設』
　北海道内で最も古い役場庁舎の古平町。新庁舎建設を中心とした基
本構想を作成。ゼロカーボンや省エネを取り入れ、道内初のZebu認
証公共施設となる、BEMSの導入を決定。エネルギーコストの削減、
各種交付金活用で計画。総事業費34億円。ガラス貼付ソーラーや地
中熱ヒートポンプで年間970万円の電気代を節減。

＊仁木町『ＩターンＵターンの移住政策』
　果物栽培が盛んに行われていたが、農業従事者の高齢化により、空
き農地が増加。しかし近年ワインブームにより、町外移住者によるワ
イナリー建設が進んだことから、積極的に産業観光振興と結びつける
「移住支援政策」を進めている。「人口ビジョン総合戦略事業」により、
KPIの指標も明確に示している。

道
内
所
管
事
務
調
査

⃝調査の目的　標茶町・弟子屈町・別海町・厚岸町・標津町

「子供の医療費助成・看護師不足と子育てから見た
　　 　　　　　院内保育と観光の多様性の取り組み」
＊子供の医療費助成・・・・標茶町と弟子屈町
　子育ての課題を、今期の活動の中に組み入れてきました。子供の医
療費助成に対する斜里町の消極的対応は、委員長はじめとして委員間
でも必要な事項として、一般質問でも多く取り上げてきました。
　特に昨今のコロナ感染による産業の落ち込み、また物価高騰、そし
て斜里町の医療環境など、子育て世帯に対する助成の必要性は急務と
考え、近隣町村の先進的で積極的な取り組みを調査しました。

＊看護師不足と子育てから見た院内保育・・・・別海町
　未だ、待機児童が存在する斜里町にあって、別海町は働く世代の人
手不足解消に、保育の環境充実がありました。
　同規模の病院運営を行いながらも、継続的に看護師の確保につなが
る院内保育の役割と、全体の子育て支援の連携が特に安定している別
海町の取り組みを調査しました。

＊観光の多様性・・・・厚岸町と標津町
　今年度の大きなテーマは、知床遊覧船事故を受けての今後の町の観
光です。これまでの体験型観光に特化した方向性などに多様なアイテ
ムを付加していくことが必要ではないかという視点から、食に特化し
た取り組みで、地域産業との連携が成功している厚岸の取り組みと、
地域産業の漁業と連携を図り、観光客誘致にも力を入れはじめた標津
町の取り組みを調査しました。

キャプションキャプション

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

道
内
所
管
事
務
調
査

キャプションキャプション

キャプションキャプション

キャプションキャプション

キャプションキャプション

キャプションキャプション

キャプションキャプション

キャプションキャプション

７
月
27
日
〜
29
日

５
月
18
日
〜
20
日
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Facebook ホームページ

斜里町議会 で検索

◦Facebookで議会の情報を発信中!
◦ホームページでは、議会インターネット

中継、録画配信・会議録、広報も見るこ
とができます。

http://gikai-sharitown.net/index.html

用がかかりません。斜里町も、てっき
りそうだと思っていました。ここら辺
は病院にかかる費用の他に、遠い分余
計にお金がかかりますから、親御さん
は大変ですね。

◦町や議会に言いたいことは？
　言いたいことはたくさんあるけれ
ど、耳を傾けてほしいですね。聞いて
ください。言っても無駄と思われたら
良くならないですよ。町も議員さんも
もっと話を聞く場所を作った方がいい
のになぁと思います。
　町民はうるさいくらいが良い町だと
思います。

◦議会広報・どうでしょうか？
　前よりもずっと読みやすくなったと
思います。
　誰がどんな質問をしているのか、よ
くわかるようになりました。

◦広報の内容で気になることは？
　人手不足なんですね。介護も保育所
も。あんなにたくさん子供たちがいて、
賑やかな町だったのに寂しくなりまし
た。町みんなで子どもを大切にしたい
ですね。そうしなければいけないです
ね。でも、若い人がこの街に住んでく
れます。大事にしたいと思います。
　孫の暮らす町は高校生まで病院の費

⇒令和４年度よりこんな事業が始まりました
〇ゴミ拾い活動の見える化（社会貢献アプリ「ピリカ」

の紹介）
〇斜里町ゴミゼロ運動支援事業
〇ゴミ袋無料配布事業

●平成21年に『ポイ捨て禁止条例』が制定されて13年。海岸への漂
着ごみや不法投棄、ポイ捨てごみは未だに大きな課題の一つです。
今期の「ポイ捨てごみ」に関した一般質問のその後は？

　令和４年４月号の『広報しゃり』では「ゴ
ミ活」特集が組まれ、町民有志の活動が紹介
されました。自主的にゴミ拾いをされる方も
増え、町中がきれいになってきたことを実感
します。でも、取り組むべきことはまだまだ！

まちの声

桧
ひ

 森
もり

　ト シ さん
ウトロ在住

傍聴する機会がないので、今後は積極的に録画中継を見てみたい

あの質問・その後は？あの質問・その後は？

令和元年６月　・知床で考えては？「ゴミ持ち帰り」
令和２年３月　・町を愛する取り組み「漂着物清掃」
令和３年１２月　・ごみのポイ捨て禁止条例・実効性ある条例改正を！
　　　　　　　・町民を巻き込んだ新たなゴミゼロキャンペーンを！
　　　　　　　・今こそ「ポイ捨て防止キャンペーン」を実施すべきではないか？
　　　　　　　・観光客のごみ対応、考えましょう
　　　　　　　・釣り客のごみ、内臓の不法投棄！
                      　（仮称）フィッシングパスポート制度検討しては

追跡
ポイ捨てゴミ問題

町民がうるさい町はいい町ですよね


